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円
滑
な
道
路
除
雪
の
た
め
に

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　
道
路
の
除
雪
は
、
建
設
課
と
県

奥
越
土
木
事
務
所
が
担
当
し
ま

す
。
新
積
雪
10
㌢
で
除
雪
車
が
出

動
。
歩
道
上
の
積
雪
深
が
20
㌢
以

上
に
な
る
と
、
歩
道
除
雪
を
実
施

し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
、４
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

①
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な

　
る
の
で
、
や
め
ま
し
ょ
う

②
家
の
前
の
雪
を
道
路
に
出
さ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。
わ
だ
ち
が

　
で
き
て
、
交
通
の
妨
げ
に
な
り

　
ま
す

③
屋
根
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し

　
ょ
う
。
下
ろ
し
た
雪
が
道
路
に

　
出
た
場
合
、
早
め
に
始
末
し
ま

　
し
ょ
う

④
除
雪
は
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た

　
め
に
、
夜
間
や
早
朝
に
行
い
ま

　
す
。
騒
音
な
ど
で
迷
惑
を
お
掛

　
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
願
い
ま

　
す
。
除
雪
し
た
雪
の
始
末
に
も

　
協
力
し
て
く
だ
さ
い

排
雪
場
所
は
３
カ
所

　
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
で
出
た
雪

は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

　
小
型
車
は
赤
根
川
沿
い
の
亀
山

橋
付
近
、
大
型
車
は
真
名
川
西
の

富
田
大
橋
下
流
と
君
ケ
代
橋
上
流

の
２
カ
所
が
雪
捨
て
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

流
雪
溝
の
利
用
は
適
正
に

　
流
雪
溝
や
水
路
な
ど
に
雪
が
詰

ま
っ
て
、
下
流
域
で
水
が
あ
ふ
れ

る
こ
と
で
起
き
る
被
害
が
、
昨
冬

も
数
回
発
生
し
ま
し
た
。
流
雪
溝

は
次
の
点
に
注
意
し
、
適
正
な
利

用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
降
雪
時
の
朝
夕
や
土
・
日
曜
日

　
は
排
雪
が
集
中
す
る
の
で
、
同

　
一
の
流
雪
溝
な
ど
を
使
用
す
る

　
区
は
、
事
前
に
連
絡
調
整
を

　
行
っ
て
排
雪
す
る

○
雪
は
細
か
く
砕
い
て
流
す
。
機

　
械
で
の
投
雪
は
し
な
い

○
流
雪
溝
な
ど
の
水
量
が
少
な
い

　
と
き
は
、
排
雪
し
な
い

○
開
閉
式
の
ふ
た
を
開
け
て
排
雪

　
す
る
場
合
、
赤
布
な
ど
目
印
を

　
立
て
て
、
歩
行
者
や
車
が
確
認

　
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
作
業
終

　
了
後
は
、
必
ず
ふ
た
を
閉
め
る

問
　
建
設
課
保
全
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
４
）

大野市総合文化祭
　10月30日から11月３日ま
で市内各地で第45回大野市総
合文化祭が盛大に開かれまし
た。芸能部門の「錦秋のしらべ」
では、乾側小学校の児童11人
が乾側地区に伝わる伝統的な
踊り“雨乞い踊り”を披露しま
した。
　今年のテーマ「〜絆〜 未来
へつなごう 大野の文化」にふ
さわしい発表に、会場から大
きな拍手が起こっていました。

（11月３日　文化会館）

雪への備えみんなで協
力を
循環バス運行時刻を見
直し／市議会本会議を

傍聴しませんか
農業と観光、食育3つの
計画　素案公開で意見

募集
市政功労者
輝き大賞を表彰
年末年始市の業務
平成23年９月末現在
市の財政状況
新しい市役所建設に向
けてタウンミーティン
グ開催　　など

P２

P４

P５

P６

P７
P８

P９

雪
へ
の
備
え 

み
ん
な
で
協
力
を

　
12
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
「
冬
に
備
え
る
週
間
」

で
す
。
冬
季
は
屋
根
雪
下
ろ
し
や
除
雪
な
ど
で
は
地

域
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
快
適
な
冬
の
生
活

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

目次
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昨
年
は
事
故
多
発

雪
か
き
は
気
を
付
け
て

　
除
雪
や
屋
根
雪
下
ろ
し
は
重

労
働
で
す
。
無
理
な
作
業
は
行

わ
ず
、
適
宜
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ

う
。
次
の
こ
と
に
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
作
業
前
︼

○
防
寒
服
を
着
用
す
る

○
マ
ス
ク
な
ど
を
し
て
冷
た
い
空

　
気
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
注
意

　
す
る

○
作
業
中
に
多
量
の
汗
を
か
く
こ

　
と
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
十
分

　
な
水
分
補
給
を
行
う

︻
作
業
後
︼

　
作
業
が
終
了
し
た
ら
、
必
ず
お

茶
な
ど
で
十
分
な
水
分
補
給
を
行

い
ま
し
ょ
う
。汗
を
拭
き
取
っ
て
、

す
ぐ
に
ぬ
れ
た
服
を
着
替
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
　

雪
が
降
�
た
ら

 
 
ご
み
収
集
に
も
協
力
を

　
積
雪
期
の
ご
み
収
集
に
は
、
皆

さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
は
、
必
ず
収
集
日
の
朝
８

　
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
ス
テ
ー
シ
�
ン
周
囲
の
除
雪
を

　
お
願
い
し
ま
す

▼
ご
み
は
、
住
ん
で
い
る
地
区
の

　
ス
テ
ー
シ
�
ン
へ
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ほ
か
の
ス
テ
ー
シ
�
ン

　
に
は
、
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ

　
さ
い

▼
積
雪
や
道
路
事
情
な
ど
で
、
収

　
集
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

問
　
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
２
）

　
屋
根
雪
下
ろ
し
は
、
で
き
る
だ

け
町
内
一
斉
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

各
種
支
援
制
度
も
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
雪
下
ろ
し
支
援

　
助
成
対
象
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
人
の
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
を

地
域
ぐ
る
み
で
実
施
し
た
場
合
、

除
雪
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
区
長
を
通
じ
て
事
前
の
登
録
が

必
要
で
す
。
自
力
で
屋
根
雪
下
ろ

し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
人
に
限

り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
社
会

福
祉
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
所
得
税
非
課
税
世
帯
で

　
▼
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
世

　
帯
▼
い
ず
れ
も
65
歳
以
上
の
夫

　
婦
世
帯
な
ど
▼
１
人
暮
ら
し
で

　
体
の
不
自
由
な
人
（
市
内
に
子

　
ど
も
が
居
住
し
て
い
る
場
合
を

　
除
く
）

問
　
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
５
）

作
業
者
の
登
録
・
紹
介

　
自
力
で
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し

を
行
う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対

象
に
、
作
業
者
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。
紹
介
は
無
料
で
す
が
、

作
業
は
有
料
で
す
。
作
業
を
依
頼

す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
作
業
内

容
や
料
金
を
決
定
し
た
上
で
、
作

業
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
作
業
者
と
し
て
登
録
し
た
い

人
は
、
生
活
防
災
課
に
電
話

で
「
登
録
票
」
の
送
付
を
依
頼

し
、
送
付
さ
れ
た
登
録
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
く

だ
さ
い

◆
作
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
人

は
、生
活
防
災
課
に
電
話
で「
登

録
者
名
簿
」の
送
付
を
依
頼
し
、

そ
の
名
簿
を
基
に
自
分
で
連
絡

し
作
業
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

問
　
生
活
防
災
課
防
災
防
犯
係

(

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
１)

雪
捨
て
場

赤
根
川

三
番
線

新町

亀山橋 亀山

R158

中野

▲至福井

バイパス

R158

老人センター

市役所

下庄小

開成中

大野高校

有終会館

学びの里
「めいりん」

●

小型車（4トン未満）の雪捨て場 大型車（4トン以上）の雪捨て場

吉

井ノ口

農事組合法人
大野養鶏団地
生産組合

真名川
市民広場

堂本

中保

大野市
浄化センター

JA
カントリー

●

●

富田大
橋

君ヶ代橋 真
名
川

雪捨て場

雪捨て場

進
行
方
向
→

県内の積雪量や路面状況

インターネットで確認
　｢雪みち情報ネットふくい｣のホームページで、県内
の積雪量や道路監視カメラの映像などが見られます。
冬の道路状況を事前に確認してから出掛けましょう。

携帯端末用　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/k/

携帯サイトQRコード

パソコン用　http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/

※県奥越土木事務所管内の積雪や通行
止め情報は電話で聞くことがきます。

（県奥越土木事務所☎66・1221）

屋
根
雪
下
ろ
し

支
援
制
度
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ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
は
、
12
月

５
日
か
ら
一
部
の
運
行
時
刻
を
見

直
し
ま
す
。時
刻
を
見
直
す
の
は
、

進
行
方
向
別
に
赤
と
青
に
色
分
け

さ
れ
た
バ
ス
の
午
後
最
初
の
便
で

す
。
赤
バ
ス
の
北
ル
ー
ト
は
大
野

駅
を
午
後
１
時
20
分
に
出
発
し
て

い
ま
し
た
が
、
午
後
０
時
35
分
に

繰
り
上
げ
。
青
バ
ス
も
同
様
に
午

後
１
時
10
分
発
が
午
後
０
時
35
分

発
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら「
午
前
中
に
病
院

で
の
診
察
を
受
け
て
帰
る
の
に
、

午
後
０
時
台
の
便
が
あ
る
と
利
用

し
や
す
い
」と
の
声
を
受
け
て
、

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
運
行
時

刻
の
詳
し
い
部
分
な
ど
は
、
ま
ち

な
か
循
環
バ
ス
時
刻
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２)

病
院
で
受
診
後 

帰
宅
が
便
利
に

※傍聴を希望する人は、当日、議場に入る前に受付が
必要です。本会議の開催時間など詳しくは、問い合
わせてください。
問　市議会事務局（☎66・1111内線253）

本会議日程 審議等の内容

11月28日月 　 決算特別委員長報告、質疑・討論・
採決、議案上程、提案理由説明

12月  ５日月 　 一般質問

　　６日火 　 一般質問、請願・陳情上程、各案
件委員会付託

　14日水 　 各委員長報告、質疑・討論・採決

市議会本会議を傍聴しませんか

循
環
バ
ス 

運
行
時
刻
を
見
直
し

変更前

→

変更後

南
ル
│
ト

大野駅　発 13：10 12：35

大野高校前 13：29 12：54

ヴィオ　　 13：32 12：57

大野駅　着 13：44 13：09

北
ル
│
ト

大野駅　発 13：45 13：10

大野警察署 14：06 13：21

下庄小学校 14：11 13：26

大野駅　着 14：22 13：37

赤
バ
ス
第
５
便

青
バ
ス
第
５
便

変更前

→

変更後

北
ル
│
ト

大野駅　発 13：20 12：35

下庄小学校 13：30 12：45

大野警察署 13：35 12：50

大野駅　着 13：47 13：02

南
ル
│
ト

大野駅　発 13：50 13：05

ヴィオ　　 14：03 13：18

大野高校前 14：07 13：22

大野駅　着 14：24 13：39

　第378回市議会定例会が、11月28日から12月14日
までの17日間開催されています。このうち本会議が
開催されるのは４日間です。
　本会議は誰でも傍聴することができますので、気軽
に来庁ください。
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①
越
前
お
お
の
型

　
　
食
・
農
業
・

　
　
　
農
村
ビ
ジ
ョ
ン

　
大
野
市
の
農
業
が
今
後
進
む
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
示
す
計
画
で

す
。
清
ら
か
な
水
や
地
域
特
性
な

ど
を
生
か
し
た「
越
前
お
お
の
型

農
業
」を
推
進
す
る
こ
と
で
、
農

業
・
農
村
の
活
性
化
や
多
様
な
経

営
体
の
共
生
な
ど
を
図
り
ま
す
。

食
と
農
業
、
農
村
の
魅
力
を
高
め

て
、
農
産
物
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
ま
す
。

②
越
前
お
お
の

観
光
戦
略
プ
ラ
ン

　
市
が
誇
る
優
れ
た
観
光
資
源
の

魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
観

光
戦
略
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

市
民
が
人
情
味
あ
ふ
れ
る〝
も
て

な
し
の
心
〟で
、
来
訪
者
と
の
触

れ
合
い
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
観

光
地
を
目
指
し
ま
す
。

③
越
前
お
お
の

食
育
推
進
計
画

　
食
生
活
の
改
善
や
食
文
化
の
伝

承
、
食
べ
物
の
安
全
・
安
心
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
総
合
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、「
食
育
」を
推

進
し
ま
す
。
市
民
を
対
象
に
広
く

食
育
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
心
身

の
健
康
維
持
と
、
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
３
つ
の
計
画
は
、
い
ず
れ
も
平

成
19
年
３
月
に
策
定
。
今
年
度
が

改
訂
時
期
で
、
計
画
期
間
は
５
年

間
で
す
。

募
集
期
間
　
12
月
１
日
木
～
15
日
木

閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
行
政
資

　
料
室
と
３
階
農
業
農
村
振
興

　
課
・
観
光
振
興
課
・
産
業
振
興

　
課
、
和
泉
支
所
、
各
公
民
館
、

　
図
書
館

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
▽

　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
人
や

　
法
人
、
団
体
▽
市
内
の
事
業
所

　
に
勤
務
す
る
人
▽
市
内
の
学
校

　
に
在
学
す
る
人
▽
本
市
に
納
税

　
義
務
の
あ
る
人
や
法
人
、
団
体

　
▽
本
事
案
に
利
害
関
係
が
あ
る

　
人
や
法
人
、
団
体

意
見
な
ど
の
提
出
方
法
　

　
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
市

　
外
在
住
の
場
合
は
勤
務
先
か
学

　
校
名
も
記
載
し
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
閲
覧
場
所
へ
の
提
出
、
郵

　
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

　
で
の
提
出
（
電
話
な
ど
に
よ
る

　
口
頭
は
不
可
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
65
・
８
３
７
１

　
〒
９
１
２
｜
８
６
６
６
（
住
所

　
は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
。

　
課
名
は
書
い
て
く
だ
さ
い
）

素案公開で意見募集

多くの観光客でにぎわう七間通り
（10月16日　朝市開催時間中）

農
業
と
観
光
、食
育 

３
つ
の
計
画

　

市
が
、さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
に
な
る
こ
と
や
、

越
前
お
お
の
型
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
、
市
民
が
食
に
つ

い
て
よ
り
関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
、
３
つ

の
計
画
を
改
訂
し
ま
す
。
計
画
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
素
案
を
公
開
し
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

問　①食・農業・農村ビジョンについて
　　農業農村振興課農政係（☎66・1111内線311）
　　電子メール　nogyonoson@city.fukui-ono.lg.jp

　　②観光戦略プランについて
　　観光振興課観光企画係（☎66・1111内線161）
　　電子メール　kanko@city.fukui-ono.lg.jp

　　③食育推進計画について
　　産業振興課産業振興係（☎66・1111内線392）
　　電子メール　sangyo@city.fukui-ono.lg.jp
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社
会
福
祉
の
推
進
に
寄
与
▼
堂

東
昭
子（
中
野
）人
権
擁
護
委
員
と

し
て
12
年
余
▼
岩
田
繁
憲（
不
動

堂
）・
神
田
泰
淳
（
今
井
）保
護
司

と
し
て
12
年
余
▼
帰
山
良
子
（
蕨

生
）・
新
井
峯
子（
川
合
）・
原
公

子（
上
大
納
）民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
12
年
余

　
産
業
の
振
興
に
寄
与
▼
長
谷
川

文
吉（
御
給
）上
庄
大
井
土
地
改
良

区
役
員
と
し
て
18
年
余

　
保
健
衛
生
の
推
進
に
寄
与
▼
箕

田
幸
子（
錦
町
）・
羽
生
明
美（
森

政
領
家
）保
健
推
進
員
と
し
て
16

年
余

　
交
通
安
全
の
推
進
に
寄
与
▼
辻 

善
範（
上
大
納
）交
通
指
導
員
と
し

て
15
年
余
▼
加
藤
正
徳（
朝
日
）交

通
指
導
員
と
し
て
16
年
余
▼
永
森

慶
子（
新
庄
）・
竹
根
な
み
子（
庄

林
）・
利
内
美
津
子（
稲
郷
）・
山

本
幸
子（
中
荒
井
町
二
丁
目
）・
石

本
幸
子（
小
矢
戸
）・
勝
森
百
合
子

（
本
町
）交
通
安
全
協
会
役
員
と
し

て
30
年
余
▼
鈴
木
健
治（
城
町
）交

通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
31
年
余

　
消
防
団
の
発
展
に
寄
与
▼
林
小

太
郎（
西
勝
原
）・
南
部
利
幸（
中

丁
）消
防
団
員
と
し
て
30
年
余

　
▼
帰
山
安
夫
・
幸
子（
下
唯
野
）

全
国
で
も
先
駆
け
て
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域
農
業
の

先
駆
者
と
し
て
輝
か
し
い
活
躍
を

し
て
、
本
市
の
名
を
高
め
た

問
　
総
務
課
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

　

平
成
23
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
と
市
長
特
別
表
彰
「
輝
き
大

賞
」
の
表
彰
式
を
11
月
３
日
、
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。
市
政

の
様
々
な
活
動
に
関
わ
り
、
そ
の
充
実
と
発
展
に
貢
献
し
た
市

政
功
労
者
は
20
人
。
ま
た
、
そ
の
活
躍
が
市
民
に
希
望
と
活
力

を
与
え
た
輝
き
大
賞
は
、
１
組
２
人
で
す
。
表
彰
を
受
け
た
の

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

社
会
事
業

保
健
衛
生

消
　
　
防

産
業
振
興

交
　
　
通

輝
き
大
賞

　　表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表　　彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

　

平
成
24
・
25
・
26
年
度
の
物

品
購
入
な
ど
に
係
る
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
市
が

発
注
す
る
物
品
な
ど
の
購
入

や
役
務
の
提
供
な
ど
で
す
。

申
請
受
付
期
間
内
に
申
請
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
引
き
や
様
式
な  

　

ど
は
、
監
理
検
査
課
や
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　

手
で
き
ま
す
。

問　

監
理
検
査
課
監
理
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
８
２
）

12
月
１
日
木
〜

平
成
24
年
１
月
31
日
火

入
札
参
加
資
格
の
申
請

受
付
期
間

市政功労者20人 輝き大賞1組
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市
民
課
窓
口
は
28
日
ま
で

　
市
民
課
の
窓
口
業
務
と
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
自
動
交

付
機
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付
業

務
は
、
28
日
氺
ま
で
で
す
。

　
住
民
票
と
税
証
明
書
は
28
日
氺

ま
で
に
電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
休

み
の
間
に
当
直
室
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
年
明
け
は
１
月

４
日
氺
か
ら
で
す
。

　
出
生
や
婚
姻
、
死
亡
な
ど
戸
籍

の
届
け
出
は
、
休
み
の
間
も
当
直

室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
　
市
民
課
市
民
窓
口
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

納
税
窓
口
を
30
日
ま
で
開
設

　
納
税
に
つ
い
て
の
相
談
や
納
付

の
特
別
窓
口
を
、
29
日
木
と
30
日

㊎
に
開
設
し
ま
す
。

問
　
税
務
課
納
税
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
）

ご
み
収
集
は
30
日
ま
で

　
ご
み
収
集
と
ビ
�
ー
ク
リ
ー
ン

お
く
え
つ
で
の
ご
み
持
ち
込
み
受

け
付
け
は
、
年
内
が
30
日
㊎
ま
で
、

年
明
け
は
１
月
４
日
氺
か
ら
で
す
。

問
　
環
境
衛
生
課
廃
棄
物
対
策
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
２
）

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

し
尿
く
み
取
り
は
早
め
に

　
し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29

日
木
か
ら
１
月
４
日
氺
ま
で
休
業

し
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
和
泉
地
区
の
く
み
取
り
は
、
14

日
氺
と
21
日
氺
、
28
日
氺
で
す
。

申
し
込
み
は
、
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
和
泉
支
所
住
民
振
興
課

（
☎
78
・
２
１
１
１
）へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
衛
生
課
浄
化
処
理
係

（
☎
69
・
９
０
８
２
）

急
患
の
診
療

　
31
日
圡
か
ら
１
月
３
日
㊋
ま
で

は
、
休
日
急
患
診
療
所
で
急
患
の

診
療
を
行
い
ま
す
。診
療
科
目
は
、

内
科
と
外
科
、
小
児
科
で
す
。

　
受
診
す
る
際
は
、
保
険
証
と
医

療
費
受
給
資
格
者
証
、
服
用
し
て

い
る
薬
の
説
明
書
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
休
日
急
患
診
療
所

（
☎
65
・
８
９
９
９
）　

図
書
館
は
28
日
ま
で

　
図
書
館
は
29
日
木
か
ら
１
月
４

日
氺
ま
で
閉
館
で
す
。

　
12
月
14
日
氺
か
ら
３
月
31
日
圡

ま
で
は
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間

を
２
週
間
か
ら
３
週
間
に
延
長
し

ま
す
。

問
　
図
書
館
（
☎
65
・
５
５
０
０
）

12月28日水～平成24年１月５日木の業務内容
12/28 12/29 12/30 12/31 １/１ １/２ １/３ １/４ １/5

水 木 金 土 日 月 火 水 木

市 民 課 窓 口 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

税務課納税窓口 平常
午前９時～
午後４時 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

ご み 収 集 平常 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

し尿くみ取り 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

休日急患診療所
（ 診 療 内 容 ） ㊡ ㊡ ㊡ 午前９時～午後９時

内科・外科・小児科 ㊡ ㊡

図 書 館 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

年
末
年
始

市
の
業
務

　

12
月
29
日
木
か
ら
１
月
３
日
火
ま
で
、
市
の
一

般
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
窓
口
な
ど
の
年
末

年
始
の
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　市の財政がどう運営されているのか、税金がどのように使われているのか知って

いただくため、平成23年９月末現在の財政状況をお知らせします。

基金・市債・市税負担の各状況（一般会計）
※平成23年９月末現在の人口（36,727人）と世帯数（11,994世帯）で計算

市民一人当たり 一世帯当たり

基金（貯金） 残　　　 額： 80億8884万円　 22万  242円 67万4407円

市債（借金） 残　　 　額：122億2609万円　 33万2891円 101万9350円

市 税 負 担 収 入 済 額： 22億8447万円　 ６万2201円 19万 467円

予算現額 単位： 万円

収入済額 （　）内は収入済割合

予算現額 単位： 万円

支出済額 （　）内は支出済割合

35,491

12,259

383,918

32,085

590,000

382.386
228,447

129,746
(27.4%)

0

72,602

223,950
(0.0%)

(118.5%)

0

19,036

61,272

140,961

181.959

(0.0%)

(10.5%)

64,692

7,145

210,130

16,473

(30.8%)

(43.4%)

(38.2%)

(65.1%)

(59.7%)

その他

市債

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

市税

0

71,699

840

95,899

21,982

55,218

34,317

33,360

31,431

59,784

166,704

140,909

13,112

906

144,730

3,150

217,159

57,681

197,885

117,952

112,448

69,937

182,507

469,944

371,074

23,590

(0.0%)

(49.5%)

(26.7%)

(44.2%)

(38.1%)

(27.9%)

(29.1%)

(29.7%)

(44.9%)

(32.8%)

(35.5%)

(38.0%)

(55.6%)

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

歳　出
（支出済額72億5255万円）

歳　入
（収入済額82億3590万円）

一般会計 予算現額 196億8962万円
※市の基本的な収入や支出を経理する会計です。

平成23年9月末現在

市の財政状況
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11
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
、
新

し
い
市
役
所
の
建
設
に
向
け
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
市
内
９
会

場
で
開
か
れ
、
延
べ
１
５
９
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
市
役
所
は
、
平
成
25
・

26
年
度
の
２
年
間
で
建
設
す
る
予

定
で
す
。
現
在
、
設
計
に
入
る
前

に
、
建
設
に
向
け
た
考
え
方
を
示

す「
基
本
計
画
」の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
新
し
い
市

役
所
が
利
用
し
や
す
い
建
物
に

な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

求
め
、
基
本
計
画
や
今
後
の
設
計

に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で「
庁

舎
整
備
基
本
計
画
等
策
定
委
員

会
」で
議
論
し
ま
と
め
ら
れ
た
施

設
整
備
の
考
え
方
や
、
そ
の
考
え

を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
現
し
た

モ
デ
ル
案
、
議
論
の
経
過
な
ど
を

説
明
。
モ
デ
ル
案
は
、
配
置
や
階

構
成
、
１
階
の
平
面
配
置
な
ど
の

案
で
す
。

　
策
定
委
員
会
は
、
市
内
各
団
体

な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
17

人
で
構
成
。
８
月
18
日
か
ら
11
月

21
日
ま
で
に
計
９
回
の
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
参
加
者
か
ら
の
意
見
や

提
案
も
反
映
し
な
が
ら
市
議
会
で

の
審
議
を
経
て
、
12
月
中
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

問
　
庁
舎
整
備
課
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
０
１
）

企業会計

特別会計

民間企業のように、事業で得た収入で支出を賄う独立採算制を原則とする会計です。
本市の場合、水道事業が該当します。

特定の事業を行うため一般会計と区分して経理し、その特殊性を明らかにするために設
けられている会計です。

事　業　名 予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 割　合 支出済額 割　合

国 民 健 康 保 険 406,504 166,457 40.9㌫ 181,183 44.6㌫

和 泉 診 療 所 8,573 2,778 32.4㌫ 3,938 45.9㌫

後 期 高 齢 者 医 療 36,728 11,918 32.4㌫ 11,667 31.8㌫

介 護 保 険 349,577 129,760 37.1㌫ 142,877 40.9㌫

簡 易 水 道 15,363 5,408 35.2㌫ 6,506 42.3㌫

農 業 集 落 排 水 38,408 5,516 14.4㌫ 16,050 41.8㌫

下 水 道 124,714 8,983   7.2㌫ 38,598 30.9㌫

合　　　計 979,867 330,820 33.8㌫ 400,819 40.9㌫

収　支　別
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 割　合 予算現額 支出済額 割　合

収 益 的 収 支 15,460 4,016 26.0㌫ 15,460 2,705 17.5㌫

資 本 的 収 支 4,841 379  7.8㌫ 11,457 2,497 21.8㌫

（単位：万円）

（単位：万円）

新
し
い
市
役
所
建
設
に
向
け

※収益的収支とは事業運営と施設管理のための予算をいい、資本的収支とは施設整備などのための予算をいう

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

今
月
中
に
基
本
計
画
策
定
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